
１　経済動向に係る企業等の声（7-9月期）

地域の経済動向（令和6年7-9月期）
《十勝地域》

【建設業】 

・ ここ数年、資材価格の高騰がすさまじく、利益率が下がっていることに加え、最終価格の上昇から、

発注数が減少すると仕事そのものが減ってしまう危機感がある。（商工会） 

・ 時給を上げても求人に応募がないと会員企業から聞いている。札幌にも営業所を出している建設会

社からは日給４万円でも応募がないと聞いた。（商工会） 
 

【製造業】 

 ・ 商工会で、町内の食品製造業者と道外のバイヤーとのオンライン商談会を実施しているが、あまり

成約につながるケースがない。商談会の機会を創出してほしい。また、バイヤーのツテもないため紹

介してほしい。（商工会） 
 

【卸売・小売業】 

・ 会員企業は廃業等の理由で減少傾向。特に小売業はチェーン店の進出やネット通販の拡大による影

響で減少している。（商工会） 

・ 会社は経営が悪くなると広告費を削減する傾向があるので、広告宣伝に使える補助金があると良い

と思う。インボイスの時にはレジの交換に使用できる補助金がないかと問い合わせが多かった。少額

でもいいから設備投資に使える補助金は利用希望者が多いと思う。国は急にデジタル化を推進してい

る印象で、各種申請も電子申請が求められているが、会員の多くが付いて行けていない。（商工会） 

・ 町内の各店舗へのキャッシュレス普及について役場と協議している。事業者は手数料負担や町民が

使用するのか不明のため導入に消極的になっており、どのように支援していくか考えている。（商工

会） 

・ コロナ禍前から経営が厳しい事業者にはゼロゼロ融資でつないでいたが、状況は回復せずさらに厳

しくなっている。中小事業者は原材料高、人手不足、後継者不足など多くの経営課題を抱えている。

（金融機関） 

・ コロナ禍後の景気は持ち直しの動きがみられる一方、物価高騰を背景とした消費活動の停滞や、原

材料高騰による企業業績の悪化により景気の回復は限定的。（金融機関） 

・ 倒産状況は微増に留まっているが、経営が悪化している事業者は多く、潜在的に倒産・廃業リスク

を抱える事業者は増加傾向と判断される。（金融機関） 

 
【運輸業】 

・ 建設や運送は常に人手がほしいとの声を聞く。（商工会） 

・ 運輸業は原材料高騰で打撃を受けている中、2024 年問題でドライバーの人手不足が顕著で、採用で

きても定着率が悪いと聞く。（金融機関） 
 

【サービス業】 

・ 飲食業は、売上は回復傾向だが、原材料高騰等の影響で利益は減少している。値上げをするにして

も、主な客が町民の場合は難しい。１次会の居酒屋は客数が回復しているが、２次会の利用は減り、

スナックは客足が戻っていない。（商工会） 

・ 飲食業は人手の確保が難しく、タブレットなどの電子オーダーを導入しているところもあるが、ラ

ンニングコストが問題点となっている。ただ、採用が出来ても教育に時間や労力がかかり、辞める可

能性もあるため、電子オーダーとどっちがいいか悩んでいる事業者がいる。（商工会） 

・ 町内の多くの事業者から人手不足の話を聞いている。町内で求人を出しても応募がないため、帯広

まで対象としている事業者はいるが、通勤時間がかかるため厳しい状況。（商工会） 

・ 飲食店は事業主の高齢化が進んでおり、営業時間の短縮を余儀なくされた事業主がいる。（商工会） 

・ 高齢化による事業者数の減少が不安。店主の年齢を考慮すると５年後には町内にある飲食店は半減

するのではないかと思う。（商工会） 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

帯広信用金庫

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ

低調

当金庫が実施した今期の地域企業景気動向調
査の結果、地域企業の今期の業況判断DI見通
しが、△21と今期比ほぼ同水準となることから、
「変わらない」と判断した。

帯広信用金庫

当金庫が実施した今期の地域企業景気動向調
査の結果、地域企業の今期の業況判断DIが前
期比で悪化し△16となったことから「やや低調」
と判断した。生産動向は、生乳生産量は持ち直
してきており、農作物の生育状況は順調に推移
しているものの、製造業の業況判断DIが今期△
34と前期調査からさらに悪化したこと等を踏ま
え、「やや低調」と判断した。消費動向は、同調
査においてサービス業の一部（宿泊）の業況判
断DI がプラス11と前期比改善となったものの、
小売業の業況判断DIが△23となったことから
「やや低調」と判断した。

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（7-9月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

△ 18 △ 11 8 13 0 0

0 0

サービス業 △ 35 △ 26 △ 20 △ 20 23 △ 29 △ 11

△ 23 △ 18 0 27 0 0運輸業 △ 42 △ 17 △ 25 9 △ 50

0 △ 8 △ 20 0 △ 45 △ 17

△ 22 △ 17

卸売・小売業 △ 45 △ 8 △ 40 △ 8 △ 25 △ 30 0

0 △ 37 0 △ 30 △ 22 △ 50製造業 △ 46 9 △ 8 0 △ 75

△ 36 10 △ 42 △ 22 △ 18 △ 8

△ 17 △ 7

建設業 △ 18 11 0 △ 20 △ 18 △ 40 △ 36

△ 25 △ 22 △ 13 △ 2 △ 15 △ 5全業種 △ 38 △ 9 △ 17 △ 8 △ 24

R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ

（右軸：前年同月比（差）：％）
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